
7．募集人員：約80名。現在までにエイズの予防・啓発教育や予防介入に携わった経験者を優   

先しますが、これから携わる予定者も含みます。また、本研修に以前に参加し、現在地域の   

予防・啓発活動に関わっている者も対象となります。   

8．主な指導者：H川感染症の予防介入活動に関わる実践者、専門家等   

9．申込み方法：（これまでの推薦機関の推薦順位制度は取りやめます）  

（1）申込みは別紙「申込書」に参加者氏名等必要事項を記入の上、直接、エイズ予防財団へ  

提出ください。   

（2）宿泊はこちらで用意しませんので、各自手配願います。   

（3）昼食は研修施設周辺にて、各自でお取りください。   

11．募集締切日：平成柑年6月30El（金）  

申し込みは、郵送、あるいはファックスでお願いします。   

12．受講者決定通知：選考の結果については、受講決定者に7月7日（金）までに郵送で、詳細な  

プログラムと共に通知致します。研修生決定後の研修生変更は原則として認めません。   

13．参加経費：一人あたりの参加経糞は次の通りです。  
受講料  無 料  

資料代（消費税込）  ￥5．000  

情報交換会  ￥1，500   

14．問合せおよび申込書送付先：  

〒105－0001東京都港区虎ノ門1－23－11寺山パシフィックビル4階  

財団法人 エイズ予防財団「エイズ予防・啓発教育」研修会 係  

担当：矢永・中谷  

電 話 03－3592－1181  
FAX O3－3592－1182  

（参考）エイズ予防財団ホームページ  

①http：／／w冊．jfap．or．jp／  

②http：／／apトnet．jfap．or．jp／  

③http：／／apトnet．jfap．or．jp／i／（携帯電話用）   



参 加 申 込 書  

申込日：平成18年  月  日  

参加希望研修会  「エイズ予防・啓発教育」研修会  

【参加希望者名】：氏名は修了証書の氏名としますので、正確に梅書で記入して下さい。  

【アンケート】プログラムやグループ分けの参考にします。  

①  ・現職の経験年数   ・（  ）年  

・エイズ予防啓発教育活動の経験年数   －（  ）年   

②  ・エイズの予防啓発教育活動にあなたはこれまで  

どのように関わってきましたか？（具体的に）  

・関わった中で何か困ったことはありましたか？  

（具体的に）   

③  今後、エイズの予防啓発教育活動にあなたは  

どのように関わっていく予定ですか？（具体的に）   

④  過去の研修受講経験について   ‥＿…‥＿隼＿．主催者…＿＿＿＿＿……＿＿名取＿…＿…．＿＿……‥…  

＿＿＿……年－＿主催者…．．＿＿…．…‖名取＿－……血……＿＿  

．．＿…＿＿．隼－．主催者＿＿＿…＿＿＿＿…．．各称．．．＿＿…………＿＿…．＿  

………隼．．主催者＿＿．＿．．＿…＿＿…＿名港‥．＿……、．…＿＿．…．＿   

⑤  今回の研修会で特に取り上げてほしい内容などが  

ありましたら、お書きください。   

⑥  この研修会をどこでお知りになりましたか？   職場 知り合いから  財団HP  

その他（  ）  



平成18年度 エイズ予防・啓発教育研修プログラム  

会場：天満研修センター（大阪市北区錦町2－21）  

7月28日（金）  

時 間   講  義  名   講 師 名   

9：15′、 9：45  受付  

厚生労働省健康局疾病対策課  

9：45′－－10：0  開会 挨拶 講師紹介  大阪府健康福祉部  

大阪市保健所   

10：00～10：2  研修オリエンテーション   北村広美（多文化共生センター・ひようご）   

10：20′－11：20  講義「HIV感染症・疫学の基礎知識」   上平朝子（大阪医療センター）   

11：20～11：50  アイスブレイク；グループ分け   北村広美   

11：50へ′13：30  昼休み  

鬼塚哲郎（MASH大阪）  

若生治友（MERSネットワーク《医療と人権》）  

13：30～17：00  グループ学習  
北村広美  

辻宏幸（MASH大阪）  

山田創平（MASH大阪）  

金子典代（名古屋市立大学大学院看護学研究科）   

18：00～19：30  情報交換会   希望者のみ   

7月29日（土）   

時 間   講  義  名   講 師 名   

9：30～11：30  グループ学習   
同上 講師   

11：30～12：30  昼休み  

12：30～15：00  各グループ発表と展示   同上 講師   

15：00～15：10  休憩  

15：10～16：45  講師よりフィードバック；グループでの振り返り  同上 講師   

16：45～17：00  修了式 挨拶   エイズ予防財団  



東京都福祉保健局飯田真美氏資料  

全国と東京都の報告数の推移  

東京都の  

エイズの現状と対策  
柳
 
川
叩
 
㈹
 
 

報
告
件
数
 
（
件
）
 
 

東京都福祉保健局健康安全室  
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東京都のHIV・AIDS報告数  
平成17年過去最高の417件！  
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東京都エイズ施策の体系  

1普及・啓発活動の強化  

2 相談・検査体制の充実  

3 医療体制の整備  

4 療養支援体制の整備  

5 調査・研究の充実  

東京都エイズ対策の目標  

（1）感染拡大の防止  

（2）医療確保と感染者支援  

（3）偏見のない社会づくり  

普及・啓発活動の強化  

1）広報活動など  

2）エイズ予防月間キャンペーン  

3）学校教育の場で  

4）家庭一地域社会で  

5）職域で  

6）青少年・同性愛者など   

18年度の新規■拡充事業  

●普及一啓発活動の強化   

○青少年等への予防啓発   

●啓発拠点事「ふお－・てい－」  

●検査・相談体制の充実   

○多摩地域土曜即日検査の拡充   

OHIV検査普及週間（6月1～了日）  

2  



東京都エイズ啓発拠点事業  

●豊島区池袋保健所1階  

●「AIDS知ろう館」（平日9時～17時）   

06月～8月「ふお－・てい－」   

○木・金 20暗まで   

○土・日15時～20時   

○青少年等への予防啓発拠点  

繁華街 啓発拠点  
NPOと連携した予防啓   

●バナー広告  

●予防啓発グッズ作成  

●勉強会（LT Lounge）  

●アウトリーチ   

インターネット型 啓発拠点  

●学校、企業の健康管理者、人事  
担当者等を対象  

●健康教育に役立つコンテンツを   

提供  

●定期的なメールマガジン発行  

3  



相談・検診の充実  

●東京都エイズ電話相談03－3292－9090   

0月～金  9：00～21：00   

0土、日、祝日14：00～17：00  

●HIV検査（無料・匿名）   

○区・都保健所（性感染症検査も可）   

○東京都南新宿検査・相談室   

（土日、平日夜間 HIV検査）   

○多摩地域HIV即日検査（月2回土曜）  

4   



多摩地域 土曜即日検査  

●第1，3土曜   

○受付13：30～15：00  

●先着50名  

●立川駅徒歩10分  

若いほど自主的検査が多い  
更なる無料匿名検査の情報提供が必要  
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医療体制の整備  

1）協力病院の確保及び支援   

エイズ診療協力病院52病院  

2）医療機関のネットワーク化   

運営協議会、歯科紹介事業  

3）研修・講習会■症例懇話会  

6   



「東京都南新宿検査 ■ 相談室」の概要  

1設立年月日 1993（平成5）年  9月1日  

2設置・運営主体  設置 東京都  

運営 東京都医師会に委託  

3業務内容  HIV検査とそれに伴う相談  

・匿名、無料、予約制  ※予約時の確認事項（ウインドウ期間、HIV検査のみ、文書奮発行なし）  

・HIV検査月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午後3時～午後8時  

土・日（祝祭日を除く）午後1時～午後5時（平成15年4月開始）  

■相談員による予防に関する相談、陽性者に対する相談等  

火・木・土・日（祝祭日を除く）（平成15年5月開始）  

・事業規模 検査1日40人程度  

住所 東京都渋谷区代々木二丁目7番8号東京南新宿ビルディング  

面積 263．57rぱ  

設備 受付・事務室、待合室（2室）、検査前問診室、採血室、検査結果告知室  

会議室、相談・カウンセリング室、ロビー・PRコーナー  

5人員体制  

（1日あたり）  

室長（医師）1名、医師1名、看護師2名、事務2名、相談員1名（週4日）  

（室長と事務1名は常勤、他は非常勤の交代制）  

6検査の実績  

区  
分  1993年  1994年  1995年  1996年  1997年  1998年  1999年  2000年  2001年  2002年  2003年  2004年  2005年   （H5年）  （H6年）  （H7年）  （H8年）  （H9年）  （HlO年）  （Hll年）  （H12年）  （H13年）  （H14年）  （H15年）  （H16年）  （H17年）   

南 新 宿  2，478  7，147  5，700  6，402  6，134  7，814  8，318  8，459  7，984  7，368  9，318  11，326  11，234   

検査・相談室  （9／1～）  （25人／日）  （32人／日）  （34人／日）  （35人／日）  （33人／日）  （30人／日）  （29人／日）  （33人／日）  （32人／日）   

都区保健所  24，006  12，424  8，037  8，743  5，539  5，523  5，190  5，432  9，824  7，124  8，316  9，742  10，987   

計  26，484  19，571  13，737  15，145  11，673  13，337  13，508  13，891  17，808  14，492  17，634  21，068  22，221  




